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1 はじめに
生成された場所や時間に依存する時空間データは，そ
の生成場所付近で利用することで最も効果的に活用でき
ると考えられる．そこで我々は時空間データの地産地消
を目指し，車両アドホックネットワーク (VANET)を用
いた時空間データ滞留方式を提案してきた [1]．本研究で
は大容量の時空間データの滞留を実現する送信制御手法
を提案し，シミュレーションを用いてその有効性を示す．
2 時空間データ滞留システム
先行研究 [1]では，高い車両密度や劣悪な通信環境によ
る通信品質の劣化を防ぐために，車両の送信位置とデー
タの受信信号レベルに基づいた送信制御手法を提案し
た．しかしこの方式では，単一のパケットで構成される
時空間データのみを対象としていたため，大容量のデー
タを滞留させた場合には冗長な送信数が増加し，多量の
パケット衝突が発生することが判明した．そこで本研究
では，効果的に大容量の時空間データを滞留させる為の
送信制御手法を提案する．
3 データ完全性に基づく送信制御
大容量の時空間データを先行研究 [1]に基づく方式で
滞留させた場合，パケット衝突等によって所持データの
一部が欠落した車両が発生する．このような車両が新た
にデータ送信を行ったとしても，滞留への寄与度は低い．
そこで本研究では，データの完全性に基づいて送信の可
否を決定する制御手法を提案する (図 1)．提案手法では，
各車両が自身の所持パケット状態を管理するためのリス
トを作成し，パケットの受信を確認する度にそのリスト
を更新する．そしてデータを構成する全てのパケットが
揃い，データの完全性が確認できた場合のみ，送信を開
始する．
4 シミュレーション評価
ネットワークシミュレータ OMNeT++，車両ネット
ワークシミュレーション用フレームワーク Veins，交通
流シミュレータ SUMOを用いて提案手法の有効性を評
価した．格子状の道路を車両がランダムに移動する経路
モデルを作成し，データ構成パケット数を 50個まで変
化させて削減手法を導入しない場合との比較を行った．
本研究ではデータの滞留状態を表す指標として，滞留
エリア全体に対する，完全なデータの提供が可能な面積
の割合をカバー率と定義する．図 2は定常状態における
カバー率を示しており，パケット数を増加させた場合も
平均 99%以上のカバー率を達成している．一方，図 3，
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図 1 データ完全性に基づく送信制御
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図 2 平均カバー率
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図 3 パケット衝突エリア数

 5000

 10000

 15000

 20000

 25000

 30000

 35000

 40000

 10  15  20  25  30  35  40  45  50

T
h
e

 n
u

m
b

e
r 

o
f 

tr
a
n
s
m

is
s
io

n
s

The number of packets

contains incomplete data
only complete data

図 4 総パケット送信数
図 4 に示すように，提案手法は全ての場合においてパ
ケット衝突の発生エリア数及びパケットの総送信数を削
減し，その削減率は共に約 10%～20%程度であった．し
たがって提案手法では，エリアカバー率への寄与度の低
いパケット送信を削減し，それに起因してパケットの衝
突の抑制にも効果が見られることが分かる．
5 まとめ
本研究では大容量の時空間データ滞留を実現する為の
送信制御手法を提案した．またシミュレーション評価か
ら，提案手法が 100%近いカバー率を達成しつつも不要
なパケット送信を削減可能であることを示した．
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